
尾道市立小・中学校の適正配置及び通学区域について
(答申)

平成14年11月
尾道市立学校通学区域審議会

各学年複数学級も学級内人数もすでにライン割れ



尾道市公共施設等総合管理計画

土砂災害警戒区域とは

・ レッドゾーンは、土木対策が解除の要件として
求められている。

・ イエローゾーンは地形そのものを指定要件と
しており、イエローの解除には地形変更が必要
となるが、国、県はイエローの解除のための地
形変更を求めているのではなく、イエロー地域
の使用に際しては、避難計画や避難訓練など、
人命を守るソフト面の対策の充実を行うこと
を求めているものである。



3階に体育館、屋上にプール
でいいのでしょうか

◆ 小中学校の体育館は、地域防災計画

における指定避難所に位置付けられる

ことが多い・・・

◆ 避難所として使われるときには・・・

◆ 学校のプールは年間20日も使われ

ない・・・

◆ 費用対効果から最近は多くの学校が

プールを作らず借り上げている

◆ 階上にプールをつくると、荷重、防水

など、建設やメンテナンスに費用が必要

◆ さらに、階下が体育館で柱のない空

間が必要だと壁面だけで重量を支える

ために構造の強化が必要



80㎡の教室 余る教室

◆ こどもはなぜ狭い空間を好むのか。

広すぎる空間はこどもを不安にするの

では・・・

◆ 完成後すぐに発生する余剰教室は

何に使うのでしょうか。教育長は特別

支援学級に転用すると説明しています

が、児童数全体が減って特別支援学級

対象児童だけが増えることがあるでし

ょうか。

◆ 転用を前提とした設計になっている

のでしょうか。
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